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リテラシー研究の最前線 ―西欧中世史から― 

 

岡崎敦 

 

はじめにはじめにはじめにはじめに 

 「リテラシー」という用語は、現代社会において、非常に多義的に用いられるが、他方、

この英語用語に厳密に対応する単語は、奇妙なことに、たとえばドイツ語やフランス語に

は存在しない。対象としての「テクスト」と同様、解読の諸条件としての「リテラシー」

のあり方自体が、個別研究の対象となり、同時に、問題関心の前提となるという意味で、

「リテラシー」研究は学問自体のあり方を映す鏡ともいえる。 

 九州歴史科学研究会との共催で開かれたリテラシーをめぐるシンポジウムの趣旨説明を

兼ね、ここでは、西欧中世史領域における近年の研究動向について概観する。中世初期の

研究動向とミュンスター共同研究という、ここ四半世紀のもっとも重要な動きに関しては

個別報告が別個に設定されていることもあり、本稿では、やや大きな角度から、リテラシ

ー研究の基本的な論点と主たる研究動向を主として整理したい。この際、歴史学、さらに

は学問全般に看取される問題関心の変容も意識することとする。以下、まず基本的な論点

を整理したのち、英米学界、大陸学界それぞれの動向を、代表的な論考をたどりながら概

観する。 

 

１．基１．基１．基１．基本的諸論点本的諸論点本的諸論点本的諸論点 

 リテラシー近年のリテラシー研究を特徴づける性格として、以下の諸点を指摘したい。 

 第一は、リテラシー概念の柔軟化であり、三点を指摘することができる。一つは、国家

（国民）的義務教育制度が発明した「全般的リテラシー」に対立する、「実践的リテラシ

ー」という次元の発見であり、後者は当然ながら常に「複数形」で語られる。二つ目は、

高度に規範化、洗練されたコードの体系としての「リテラシー」と区別される、日常生活

や仕事の必要に「埋め込まれた」「実務的リテラシー」の同じく発見である。第三は、

「リテラシー」の対象を文字や言語テクストに限定することなく、広く口頭所作、図像、

音声、さらにはそれらの複合形態・現象を考慮に入れることである。とりわけ、西欧中世

社会は、「（そのようなものが存在するとして）完全な文字社会」でもなければ「無文字

社会」でもなく、文字とその他の記号体系との相互関係が、もっとも重要な研究対象とな

る。 

 第二は、メディア論、コミュニケーション論への接合である。ここでも、以下の三点が

重要である。一つは、文字等のメディアや、そのコード解読としてのリテラシー条件を、

発信者のメッセージを「透明なやり方で伝達する器あるいは技術」とみなすことの拒否で

ある。「テクスト」は、メディアやリテラシー環境が持つ固有の性格との関わりで、生成

し、利用され、変容しながら、今日まで伝来してきた。そこでは、メディアの物質性や、
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テクスト流布の過程などもまた問題となる。二つ目は、テクストの受け手に関わる。「受

容理論」とシャルティエの「読書行為」論を経て、テクストの意味は、なにより受け手の

行為と彼（ら）の置かれた環境によるという認識が一般的になった。たとえば、「宗教改

革思想を農民は正しく理解した」などの言説が持つイデオロギー性が暴露されたわけであ

る。そこから、最後に、メッセージの生成から受容までの全過程を包含する「コミュニケ

ーション空間」というキーワードが生まれる。そこに参入する人間（集団）は、なんらか

の認識コードを共有するとともに、その行為が不断に関係のあり方を再編するが、そこで

は、異なるコード体系のぶつかり合いや照合が繰り返される。 

 最後に、このような関心の変容は、歴史学全般に見られる深い変容を反映しているよう

にも見える。第一に、本質論的発想の忌避と関係論への重心の移動である。「テクストの

本質」ではなく、その「我がものとする利用」に関心が集まることは、結果的に、歴史家

の営みの立場性を浮き彫りにし、複数の歴史像の構築（物語り）へも導きもするが、同時

に、実証研究レヴェルでも、表象の次元を独立させ、その解読を目指す研究の隆盛を促し

た。歴史（編纂）の歴史、紛争解決と合意形成などの問題群は、共通して諸力のせめぎ合

いを焦点としており、その端的な現れであろう。第二に、史料を、「現実が表現される

器」ではなく、歴史家による「過去の痕跡」としての認識行為の所産としてとらえる史料

論の動向がある。そこでは、個々のモノや現象の生成から、利用、管理、廃棄、忘却にい

たるすべてのあり方が「歴史情報」として研究されるが、リテラシーとの関連で重要なの

は、史料読解の妥当性に関わる議論は、同時代におけるテクスト生成および認識、すなわ

ちリテラシー環境論と、同じ構図に位置するという点であろう。第三に、大理論からの演

繹（あるいは機械的な適用）にかわり、細部の解読がブームとなった。一般化への警戒は、

現実表象と解釈の多様性の容認と表裏一体であり、ミクロ・ストリアと「厚い記述」へと

促すであろう。 

 以上のような状況は、西欧中世研究の「常識」を想起するとき、その革命的な性格をあ

らわにする。伝統的に、この時期の litteratusとは、ラテン的キリスト教教養（キリスト教

色に塗り上げられた古典古代教養とその中世における変容物）の担い手である聖職者

clerici と同義とされ、西欧中世文化研究とは、聖職者である教養人が操るラテン語テクス

ト研究であった（本質的には注釈）。これと裏腹の関係にあったのが教会史研究の伝統で、

そこでは、宗教エリートによる宗教運動（その最も先鋭なかたちが、隠修士をはじめとす

る広義の修道制研究や、グレゴリウス改革をはじめとする教皇中心の教会改革運動であ

る）、および宗教思想研究（のみ）が中世教会史の本道とみなされた。歴史は、つねに非

日常を生きる中央のエリートによって担われる「本質」が、（不完全なこの世における）

いびつな日常を克服していく過程（この世の意味と終末論）として提示されるのである。

そこには、地域史や民衆史的発想は、本来的に入り込む余地がない。したがって、西欧中

世領域における問題関心の刷新とは、文化史の再定義や人類学的歴史の影響をはじめとす

る学問自体の深い変容を背景とし、なにより「教会史から宗教史へ」と呼びなわされる動
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きと連動していたわけである1。 

 

２．英米学界における動向２．英米学界における動向２．英米学界における動向２．英米学界における動向 

 広義のリテラシー研究を振り返るならば、英米の学問・知的世界の重要性を無視するこ

とはできない。実は、リテラシー研究の歴史は歴史学研究の有効性自体の有効性自体を問

う歴史でもあったが、ブリッグスによれば、重要な論点は三つある。一つは、史料はなに

を語っているのかという問いであり、史料とそのコンテクスト問題と言い換えることがで

きる。二つ目は、リテラシーを「強力なイデオロギーを含意する複雑な文化現象」として

とらえ、それは個々「個別の時空場によって多様なかたちで現象する」という認識である。

最後に、全般的には、形態論的 formalist、および機能論的 functionalist アプローチが存在

するとしても、歴史学は後者の視点が優越するという確認である。 

 リテラシーへの関心は、1950-60 年代に、人類学や社会学からのインパクトを受けて広

まったと考えられる。ハヴロック、マクルーハン、グディらの研究はいずれも、文字や活

版印刷術などのテクノロジーが、人間の思考様式や社会関係の変容を引き起こす過程を論

じたが、そのもっとも強力な主張者であるオングも含めて、彼ら「強い理論」派の議論は

やや過度な一般論（文明論）へと傾斜していた。これに対して、すでに受容理論や解釈学

の影響を受け始めていた中世研究において、「弱い理論」派（一般化ではなく、個別の解

釈のための準拠枠として理論をとらえる）の立場から、個別研究が現れ始めたのは 70-80

年代であった。重要な論点ごとに、概観してみよう。 

 第一に指摘せねばならないのは、実践的リテラシーの次元の発見である。中世末期の俗

人リテラシーを論じたパークスは、先駆的な諸業績のなかで、「読者」を「職業的読者」、

「教養ある読者」とともに「実践的 pragmatic 読者」に分類した。西欧における本格的な

リテラシー社会への突入は、権利証書や裁判などの実務的な現場でまず進行したと主張す

るクランチの著名な研究や、中世初期の俗人リテラシーの再評価の大きな動向をリードし

続けるマッキテリク学派の諸研究も、共通の思想風土から生まれたものと考えられる。 

 第二は、コミュニケーションを「解釈行為」としてとらえるストックに代表される潮流

である。ストックは、異端研究のなかで、オラリティ、リテラシーに加えて、テクスチュ

アリティという第三の次元を導入し、リテラシーは、これを挟む二つの領域を解釈する領

域とみなす。さらに、このような解釈行為の場として、テクスト共同体、あるいは言説

discourse共同体を概念化して、解釈学的な立場からのコミュニケーション研究の水準を一

挙に高めた。このような立場にたつ類似の重要な研究としては、グリーンとスピーゲルの

俗語文学研究が思いつく。後者は、フランス語による歴史テクストを対象に、古典的枠組

                             
1 ただし、非日常にとりわけ強い関心を寄せる一群の宗教人類学は、伝統的な教会史研究

とむしろ親和関係にあるという逆説にも注意せねばならない。この点は、神話や儀礼（の

み）に関心を寄せがちというアメリカと日本の人類学との関わりでは、とりわけ注意を要

する。 
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みのなかにあった「歴史」というジャンルの変容について論じている。前者は、ドイツ語

テクストについて、「聞くこと」と「読むこと」をキーワードとする体系的研究だが、議

論は俗語の文字化と「虚構」の生成の関係にまでおよぶ。 

 最後は、モノとしての書物研究の隆盛である。テクストの物理的存在形態は、「言説編

成」や「読み行為」と直接関係する問題であることは、パークスやサンガーの分かち書き

や黙読研究を想起すれば、明らかであろう。 

 90 年代以降は、政治史の復権とともに、新たな政治文化論が百家争鳴だが、リテラシ

ー研究との関係でも、ギヴンの異端審問調書研究や、グリーンの中世末期イングランドの

法や宗教運度の研究（「真理とはなにか」）は、文字と権力の関係を正面から問うものと

なっている。 

 

 

３．大陸の研究動向３．大陸の研究動向３．大陸の研究動向３．大陸の研究動向 

 大陸におけるリテラシー研究は、英米学界の圧倒的な影響を受けながら、やや不均等な

見取り図を提示しているように見える。たとえばフランスにおいては、用語の不在（ぎこ

ちない「書き物の文化」histoire de l'écritという表現で包括される）に象徴されるように、

まとまった動向を析出すること自体やや困難にみえるのに対して、ドイツにおいては、80

年代後半から、巨大な野心的プロジェクトが進行し、90 年代末からはオランダにおいて

同様の共同研究が継続中である。前者は岩波報告の直接の検討対象であり、ここでは、後

者のプロジェクト発足に際してリーダーであるモステルトが、また、ミュンスター共同研

究終了後のドイツ学界を念頭にクッヘンブッフが、それぞれまとめた研究の総括と展望を

紹介することとしたい。 

 

 １）1999 年からユトレヒト大学を中心として開始された「中世リテラシー」研究は、

ドイツのアルトホーフ、イギリスのクランチ、マッキテリク、イタリアのペトルッチなど、

この領域の研究を代表する欧米の研究者たちとの共同作業により、研究の射程をさらに拡

大、深化させている。しかしながら、現在までの研究活動は、プロジェクト開始の段階で

すでに構想されていた射程のもとにあると思われる。 

 モステルトはまず、この共同研究の対象を、コミュニケーション、リテラシー、オラリ

ティの三つとし、リテラシーとオラリティの概念の拡大と二項対立的図式の廃棄を宣言す

る。コミュニケーションについては、社会学や情報学の定義も念頭におきつつも、歴史学

においては、政治的・象徴的コミュニケーションとしての広義の儀礼に関心が集まってい

るとする。他方、関係の諸概念については、他の諸語にはそのままでは翻訳困難な用語法

ながら、ドイツ学派の貢献が大きく、その例として、Schriftlichkeit、pragmatisch、

Lebenspraxis、さらには Schriftlichung と Schriftung との区別などをあげる。これまでの成

果としては、モステルトは、以下の諸点を指摘する。文字の実務での意味、史料学研究の
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重要性の確認、非文字史料研究の高まり、口頭と書かれた口頭行為との関係への着目など

が重要な論点であり、他方、とりわけ研究が盛んなテーマとしては、言語、教育、宗教、

記憶などがあげられる。最後に、今後の展望として、文字使用の多様性、図像研究、非文

字コミュニケーションの文字による描写、文字史料の後世での伝来と利用、テクスト編成

などがある。 

 

 ２）1997 年と 98 年、ドイツとフランスの中世史家たちは、それぞれの研究の現状を相

互に紹介し合う研究会を設けたが、この際、ドイツ側はテーマとして提示した 7項目の一

つに「口頭と書き物 l'oral et l'écrit」を設け、ミュンスター学派の総帥ケラーとならんで、

クッヘンブッフが報告を努めた。このうち、「いくつかの補足と深化」という副題を持つ

後者の報告は、問題関心と方法論という意味で、きわめて興味深い指摘を含んでいる。 

 報告は、三つの特定問題群の検討と今後の展望からなる。第一は、「物質性

materialité」である。受容理論やメディア論の影響のもと関心が高まったこの問題群では、

伝統的史料学が知見と方法論的考察を蓄積してきたが、レイアウトや諸記号などのテクス

ト編成、印章や、ミニアチュール、装飾などの「レフェランス図像」解読などが指摘され、

今後は、視覚や聴覚、まなざし、身体等の歴史へ発展するという。第二の「動機とジャン

ル」については、11 世紀末以降の文字の爆発的増加が、一方では新しい文字ジャンルを、

他方では非文字メディアとの多様な複合を生み出したことを前提に、文化記憶とコミュニ

ケーションの双方で社会秩序の編成にどのような変容が生じたかが問われる。この際、宮

廷や教会、都市、大学などの「場」や、法をめぐるラテン語と俗語の問題の重要性が指摘

される。 

 しかしながら、クッヘンブッフ報告がもっとも興味深いのは「相互理解の社会実践 

praxis communicative」と題された第三の問題群である。ここでは、パフォーマンス、受容、

再コード化、利用、レフェンランス機能、相互作用、展示・演出 mise en scène、再コンテ

クスト化、再配置などの諸概念が腑分けされる一方で、検討課題として以下の諸点が列挙

される。口頭所作と文字の関係は、変化と連続の諸相が観察されるが、基本的には、口頭

が支配的な社会と、文字の文化的ヘゲモニーが確認される社会という二つの極の間のヴェ

クトルの評価が問題となる。具体的には、法慣習や政治記憶、政治的決定等をめぐる口頭

所作と文字、ラテン語と俗語の関係、さらには、農民の知識蓄積や伝達、噂、商業文書、

俗語文学等に関する言語表現 registre、語彙、有効性保証の様式、制度化などの観点から

の研究が要請され、これをクッヘンブッフは「意味行為の考古学  archéologie du 

language」と呼ぶ。最後に、情報の社会的利用と伝来の問題がある。ここでは、ある情報

の変容連鎖や、そのメタ処理様式（編纂、分類、検索など）、さらには実務と神聖化、文

字化出来ない情報のあり方などが問題となる。クッヘンブッフは、最後に、今後の展望と

して、時間的変化、とりわけ重要な特定の「場」、計量問題（度量衡、貨幣、計算道具な

ど）、廃棄や忘却、そして、あるテクスト（作品）という観念が、テクスト類型の弁別や、
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本文と注釈との共犯関係によって紡がれてきたのは、テクスト文化と権力との特殊西欧的

関係の産物であることを論じて、報告を終える。 

 

おわりおわりおわりおわりにににに 

 リテラシー研究は、もはや「文字の読み書き」研究ではなく、広義のコミュニケーショ

ン、記号論研究として再定義されたことは疑いえない。したがって、刷新されたテクスト

研究とは、そのコンテクスト、意味を発生させる諸条件・環境研究として、事実上一体の

関係にあるといえよう。そこでは、コードの解読格子・準拠枠から、社会的権力磁場にい

たるすべてが考察の対象となる。 

 他方で、個別の他者研究であるほかない歴史学においては、リテラシー研究もまた、

「普遍文法」の確定ではなく、無限に多様な語用論的世界にとどまるであろう（「弱い理

論」）。この立場にたつ限り、研究対象はつねに、具体的実践と解釈の多様性がせめぎ合

い、「場」や共同体自体が不断に再編されるダイナミズムのただ中に置かれていると考え

ねばならない。 

 最後に、リテラシー研究は、「意味が紡がれる現場」を直接考察するがゆえに、そこで

の知見や省察が、歴史学、さらには学問全般の営為のあり方に直接跳ね返るという性格を

有していると考えられる。意味の多様性・重層性と行為実践の現場に置かれているのは、

研究対象（ばかり）ではなく、研究者自身であるからである。 
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